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1．はじめに
　移民は移民した先で様々な理由から集団を形成し、時に組織化する
ことで移民社会内外における問題に向き合ってきた。移民先社会との
交渉事や、移民社会内部の相互扶助、移民する前の故郷との連携など、
組織が担ってきた役割は実に多様である。沖縄出身の移民については、
各移民先の県人会組織など現在もとりわけ「強固なネットワーク」を
保持していると注目されているが、生活基盤のほとんど無かった移民
初期にいかなる形で人々は集団を形成してきたのだろうか。本論では、
南米アルゼンチンにおける沖縄移民に焦点をあて、初期の組織化の様
相を明らかにする。
　アルゼンチンの沖縄移民による組織化については、筆者は以前、第
二次世界大戦後初期に展開された「救済活動」に着目し、戦後最初の
組織形成が移民の故郷支援をめぐる組織として誕生したことを明らか
にした 1。アルゼンチンの沖縄移民に関する研究は少なく、救済活動
をめぐる諸組織が、戦前との連続性や関係性を保持しているのかにつ
いてはさらなる研究が必要であり、そのためにもまず移民初期におい
ていかなる組織形成が行われたのかを明らかにすることは重要であろ
う。比嘉マルセーロはアルゼンチンにおける沖縄移民の組織が、出身
社会を再現した移民たちにとっての「沖縄」として存在する中で「ア
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イデンティティ志向の確実な基点」を成していたと述べている 2。比
嘉は第二世代としての自身の体験に基づき移民社会での経験を論述し
ているが、本論ではそれを遡り、初期の移民先社会において沖縄移民
の「基点」を成したものについて考えたい。対象とする期間は、アル
ゼンチンに沖縄移民が入国した 1909年を始まりとして、「県人会」が
設立と解散を経て再び異なる形態の組織として立ち上がる 1931年ま
でとした。こうした時期設定により、移民初期のアルゼンチンにおけ
る沖縄移民の組織化への理解が、同時期のアルゼンチンで生活を共に
した他府県出身者も含めた「日本人移民」全体との関係から深められ
るのではないかと考えている。
　本論で主に依拠している資料は、2002年にアルゼンチン日本人移
民史編纂委員会が編纂し、在亜日系団体連合会より刊行された『アル
ゼンチン日本人移民史　第一巻　戦前編』（以下、『移民史』）及びそ
の他の刊行資料である。アルゼンチンの日本人移民社会（以下、在亜
邦人社会とする。亜はアルゼンチンのこと 3）を網羅するように記述
された『移民史』について、今井圭子は「100年を超える移民の歴史
を移住の現場から移民の声をもって描き出した類書をみない包括的な
著作」であると評している 4。すなわち、本論で主に使用する『移民史』
が、現在刊行されているものの中でも最も総合的な情報を提供する資
料と言えるだろう。『移民史』はその名が示す通り南米アルゼンチン
に移民した日本人の歴史やエピソードが戦前編と戦後編に分かれてお
り、図や写真のほか年表や名簿も掲載されているため、通史としての
役割だけでない資史料を提供している。既刊の資料からの引用と考え
られる個所や、出典が明らかではない記述も一部みられるが、編集委
員会による独自のインタビューと収集された資史料は極めて貴重であ
り、アルゼンチンの日本人移民に関する既刊の資料とは一線を画して
いる。そこで本論では『移民史』を主にしながら、あわせて他の刊行
資料を補足的に用いることで考察を深めたい。なお、『移民史』には
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日本語版同様にスペイン語版が出版されている 5。
　ここで、『移民史』の特徴をみるうえで、同書発行以前のアルゼン
チンの日本人移民についてまとめた刊行資料の整理をしておきたい。
最も早い時期のものとしては、『アルゼンティン移住史』（1971年）
や『アルゼンチン同胞五十年史』（1956年）が挙げられるが、沖縄移
民に関する記述は極めて少なく、『アルゼンチンのうちなーんちゅ 80
年史』（1994年）が刊行されたことで初めてアルゼンチンの沖縄移民
に特化した移民史がまとめられた。これについては、同書の編集委員
であった新垣善太郎が編集にとりかかって間もない頃の様子を以下の
ように書き残している。
　　　 　はじめてみて解ったことだが、信頼できる資料が一つもない
ことには驚かされた。在亜同胞の正史とも称されるべき賀集九
平氏の『五十年史』（『アルゼンチン同胞五十年史』、誠文堂新
光社、1956年：引用者注）や『八十年史』（『アルゼンチン同
胞八十年史』、六興出版、1981年：引用者注）にして、県人同
胞については粗雑に扱われていて、さして役に立ちそうにもな
い。大体において、在亜邦人の 70パーセント以上を占めてい
ると言われながら、県人先輩達の足跡が全く不明のまま放置さ
れていきたということそのものがおかしい。幸いにして、未だ
在亜五十年六十年組の県人先輩達が少ないながら健在である。
今こそ、その先輩達から聞き取りの記録を取っておかないと、
アルゼンチンでのウチナーンチュの歴史が暗の彼方に押しやら
れるであろう。6
　この記述は、在亜邦人社会の日本語新聞『亜国日報』の記者を務め
ていた新垣の草稿である。沖縄移民に特化した移民史を編纂するにあ
たって、「在亜同胞の正史」とされていたそれまでの移民史にでは「県
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人同胞」が「粗雑に扱われ」ているため「役に立ちそうにない」と断
じ、「アルゼンチンでのウチナーンチュの歴史が暗の彼方に押しやら
れる」という危機感をもとに編纂されたのが『アルゼンチンのうちなー
んちゅ 80年史』であった。新垣の指摘に含意される批判は在亜邦人
社会の内部における出身地による差別の問題をあらわしている。これ
については本論中でも触れるが、在亜邦人社会内部に存在した、新垣
の言うところの「粗雑に扱われて」いる沖縄移民の歴史を公にしたい
という想いが「うちなーんちゅ」をあえて掲げた移民史刊行の背景に
はあった。本論では移民初期についてより詳しく記述されている『移
民史』を主に用いているが、『アルゼンチンのうちなーんちゅ 80年史』
も戦前に移民した人々に関するインタビューが掲載されているため、
本論でも使用した。同書については今後さらなる分析を行う予定であ
る。また、2016年 9月にはアルゼンチンの沖縄移民史編さん委員会
による『アルゼンチン沖縄移民 100年の歩み』が刊行された。未入手
のため内容の確認はできていないが、新たな資史料が掲載されている
可能性もあるため、同書の分析については今後の課題としたい。
　移民初期のウチナーンチュ社会を詳細に知りうる記録は未だ十分な
発掘がなされているとは言えず、調査の継続が必要であるが、本論で
はまず移民当人とその子孫たちが編纂に関わった刊行資料に限定して
移民初期の組織化について考察する。以下、まず初めに沖縄移民のア
ルゼンチンへの定着過程と初期の組織化について述べ、次に入国者が
増加する 1920年代以降の諸組織の形成を年代に沿ってみていく。移
民たちは同郷者による組織のほか、比較的初期の段階から多様な組織
を形成した。その活動は第二次大戦の影響によって停止を余儀なくさ
れたが、本論では県人会組織が再編を繰り返す最初の時期である
1931年までを対象としている。
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2．日本・沖縄からアルゼンチンへの定着過程
　沖縄移民による組織化について論じる前に、アルゼンチンにおいて
日本人移民全体と沖縄移民が定着した過程を見ておきたい。ハワイや
ペルーでは沖縄出身者の移民は他府県出身者より遅れて開始された
が、アルゼンチンへの沖縄移民の入国は、ブラジルからの転住という
形で他府県出身者と同時期に始まった。
　アルゼンチンに日本人移民が入国を始めたのは 1909年のことで
あった。それ以前の渡航者も数名いたが断続的であり、隣国からの転
住や、先に入国した者をたよって移民する「呼び寄せ」が始まったの
は、20世紀に入ってからのことである。1899年に始まったペルーへ
の集団渡航を皮切りに中南米へ向かう移民が増加し、1908年には最
初のブラジル移民を乗せた笠戸丸が出港した。笠戸丸は約 780人の日
本人移民を乗せており、沖縄出身者はそのうちの 325名を占めていた。
笠戸丸に乗船していた移民からアルゼンチンへ転住した者が多かった
ため、「第一回ブラジル移民はアルゼンチン移民でもあった」7と言わ
れている。転住の理由には、笠戸丸移民の置かれた経済的な事情があっ
た。「金のなる木」と呼ばれたコーヒーを栽培するためブラジルへ渡っ
た移民たちには渡航費を借金してきた者も多く、その返済や故郷への
送金を急ぐ必要があった。しかしブラジルにおいて廃止された奴隷に
代わる低賃金労働者として受け入れられた彼らへの待遇は良いもので
はなく、また耕地によっては凶作に見舞われるなどし、思うような収
入が得られず契約半ばで逃亡して労働を求めて港や、国外へ出る者が
あらわれた。加えて、移民会社が渡航前に移民たちから集めた「預か
り携帯金」が返済されなかった沖縄県・山口県・鹿児島県出身者は他
府県からの移民と比べ生活の困窮ぶりはさらに深刻であり、早急に事
態を打開する必要のあったことが逃亡を誘発した 8。ブラジルにおけ
る沖縄移民の逃亡については、通訳官であった野田良治から日本の外
務省に報告がなされ、移民会社に対しては「沖縄・鹿児島両県の募集
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はなるべく避けること」という項目を含む「是正勧告」が出された9。
それでも沖縄からの移民は続き、耕地からの逃亡者も後を絶たず、「成
績不良」を事由に日本政府は沖縄出身者のブラジルへの渡航禁止の措
置をとるに至った。
　アルゼンチンではヨーロッパからの移民受け入れを推奨してきた歴
史があるが、日本人移民の出入国についての制約は設けられていな
かった。そのため、転住や直接の渡航によって日本人移民が過剰に入
国することでアルゼンチン国内に排日気運が醸成されることへの警戒
が在亜邦人内部からも発せられた。一例を挙げるならば、アルゼンチ
ンで農牧経営を行った最初の日本人である農学博士の伊藤清蔵は、小
麦の耕作をするため知人 8名を日本から呼び寄せた。しかし、受け入
れ前に土地の貸し手が排日運動を恐れて反対したため、2、3名ずつ、
半年の期間をおいて「目立たないよう」受け入れを行っている10。また、
ペルーやブラジルと比較すると好条件であると考えられていたにもか
かわらず入国者が爆発的に増えなかったことは、日本人移民がほとん
ど入っていない段階にもかかわらず、北米の排日運動の影響を受けて
日本人移民を排除すべきとする記事が現地新聞に掲載されたこと
や 11、貿易の側面からはアルゼンチン政府との関係悪化をおそれる日
本政府が移民の渡航に積極的な政策をとらなかったことが関係してい
る。ブラジルの耕地を逃げ出した移民たちは、その将来性を移民船や
耕地からの逃亡後に都市部で伝え聞いたアルゼンチンを目指した 12。
19世紀末からの経済発展に並行する形で 20世紀初頭には「南米のパ
リ」とまで言われたアルゼンチンの首都ブエノスアイレスへは、後に
ブラジルからの転住者だけでなく、ペルーやチリからも移民が向かっ
たのである。
　当初は「転住」と言ってもほとんどは密入国による入国であった。
彼らは様々なルートを通ってアルゼンチンを目指したが、そのうちの
一つであったアンデスの山奥の国境では当時の警備状況や入国制限な
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どは厳しい管理下に無かったとされ、1915年に隣国チリからアンデ
ス山脈を越えてアルゼンチンに入国した日本人移民は以下のように回
想している。「税関も出入国管理事務所もなく、入国手続きなど一切
なし。いつ国境を越えたのかも気付かぬままアルゼンチンに入ってし
まった」13。同じルートで 1918年にアルゼンチンに入国した移民も「税
関の建物がありましたが、なにせ何も持っていない。即座に『通れ、
通れ』でパスポートひとつ見せもしないで、わけなくアルゼンチンに
入国してしまいました。チリ出国もアルゼンチン入国もまったく何も
調べられず、なんともあっけないものでした」14と回想している。ま
た、正式な出入国の手続きには時間がかかるため密入国を考え、国境
で捕まっても「金を渡せば解決できた」ため、こうした手段でアルゼ
ンチンに入った者も多かった。南米調査会が 1921年に発行した資料
には「南米人は賄賂の民なり」と記され 15、持参していた葉巻を税関
吏に抜き取られたが、礼を言われて何の問題もなく通過できたとの記
述がある。また、当時の回想にある「どこか一つの国の旅券を取れば、
南米全体、通用した時代でしたな」16という証言からは、渡航費の問
題を工面さえすればルートに縛られずに家族や親戚、配偶者の呼び寄
せをしやすかったことがわかる。日本・沖縄からアルゼンチンへの直
接の渡航が開始されてからも転住は継続していたが、アルゼンチンで
の生活もはじめから恵まれていたわけではなく、ブラジルに戻る者も
あった。
　ブエノスアイレスに滞在することを決めた移民たちは、都市の中で
様々な仕事に就いた。初期の日本人移民が多く就いた仕事としては、
家庭奉公 17、鉄道工夫、缶詰・靴・鉄など種々の工場労働 18、港湾労働、
運転手、「カフェー」19と呼ばれる飲食店の従業員や「ティントレリ
ア」20と呼ばれるクリーニング店の従業員があり、都市部から少し離
れた郊外では野菜栽培や花卉栽培の仕事に就いた。いずれの仕事もら
くでは無かったが、在亜邦人の仕事として最も浸透したのは業務に際
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してスペイン語を話せるということがそれほど重要ではなく、移民社
会に慣れるためにも到着したばかりの移民が就きやすいカフェーと
ティントレリアであった。ティントレリアの仕事はドライクリーニン
グに必要な高額な機械を導入する前の時代であり、少ない資本で始め
ることができたため、沖縄移民は頼母子講を利用してまとまった資金
を用意し、独立することが比較的容易であった。独立後は家族の労働
力を利用することで日銭が入ること、アルゼンチン人は日本人を信用
する傾向にあったこと、天災に左右されず安定性があること、こうし
た条件もティントレリアに従事する者を増やした 21。日本人経営によ
るティントレリアは新しく呼び寄せた者たちを自分の店で働かせ、彼
らはその後独立するという形でその数を増やしたが、ティントレリア
の仕事そのものは重労働であり、中でも店の仕事のほかに家事全般も
抱えなければならない女性たちへの負担は特に大きかった。『移民史』
には昼夜を問わない労働の連続で流産を何度も経験した女性がいたこ
とや、陣痛が起きるまで仕事を続けて出産の 2、3日後にはまた店に
出るといった女性も多かったこと、こうした体の酷使が原因で亡く
なった者もいたことが記述されている 22。現在ではアルゼンチン社会
で高等教育を受けた者が増え職業の多様化が進んでおり、親の職業を
継ぐ者は少なくなっているが、ティントレリアは「20世紀のブエノ
スアイレスの都市風景に欠かせない存在」となった 23。
　出身県による職業の大きな偏りはみられず、沖縄出身者も他府県出
身者も、同様の職種で働き、初期の日系社会、沖縄系社会を形成して
いった。なお、「日系社会」、「沖縄系社会」、「在亜邦人社会」といっ
てもまとまってひとつの地域に暮らしているわけではないため、隣国
ブラジルとは社会形成やその形態が異なっている。こうした集住しな
い居住形態はアルゼンチンにおける日本人移民・沖縄移民の職業や社
会進出と関係しており、カフェーもティントレリアも店舗が近ければ
競争相手を増やすことになるため、独立する者が増えてからは同業者
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が多い故に移民たちの居住地の分散を促進し、ブエノスアイレスの在
亜邦人社会が形成された。
　それでは独立する者が増える前の住居を移民たちはどうしていたの
だろうか。少し時代を遡ることになるが、日本人移民がアルゼンチン
に入るより先に、ブエノスアイレスにはヨーロッパからの移民が暮ら
していた。都市の労働者として生活する彼らの暮らしもまた貧しかっ
たため、港に近いボカ地区やバラッカス地区のコンベンティージョと
呼ばれる長屋で共同生活を送っており、1914年の時点では 3000もの
コンベンティージョがブエノスアイレス市内にあったと推定されてい
る 24。安価に住むことができるコンベンティージョは初期の日本人移
民がまず身を寄せる場所で、とりわけ人数の多かった沖縄出身者と鹿
児島出身者にはコンベンティージョで生活した経験を有する者が多
い。中には複数の部屋があり、テーブルを囲むようにベッドが数台置
かれ、トイレや水のシャワーや洗濯場は共同で利用した。町の中心部
には電気が通っていたがボカやバラッカス地区では石油ランプを使っ
ていた。生活は極めて貧しいものであったが、当時の日本語新聞には
コンベンティージョを中心とした日本人向けの商売をやる店や宿の広
告がみられ、日本人の生活圏であったことがわかる 25。前述したよう
に店舗の集中を避けるために各地へ広がる必要があった移民たちは、
次第にボカ地区、バラッカス地区から離れていった。アルゼンチンに
「日本人街」ができなかったのは、こうした都市部に入った移民なら
ではの職業選択の結果でもあった。アルゼンチンは国家としてアジア
方面からの移民を積極的に受け入れることはなかったが、北米やブラ
ジルでおこった規模の排日運動や入国の禁止もなく、その結果、第二
次世界大戦前の影響によって移民の往来が停止されるまでに約 5400
人の日本人がアルゼンチンに渡航した。
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3．「日本人」と「沖縄県人」をめぐる組織形成（1909 年～ 1931 年）
　日本人移民のアルゼンチンへの入国と、その後の職業は前に述べた
とおりであるが、同時期には貿易商や企業・銀行の駐在員、商売をす
る者、技術研修のため渡航した者など、目的や職業が異なる日本人も
ブエノスアイレス市内に居住していた。初期の沖縄移民には労働者が
圧倒的に多く、上記の職種で渡亜した日本人とは生活も仕事も共にす
る機会は少なかったが、戦前の在亜邦人社会において形成された「日
本人移民」としての組織化と無関係ではいられなかった。ただし、当
時の日本人移民による組織化は、沖縄移民にとっては主に「上から」
のものであり、関わりは積極的なものではなかった。
最初期の組織
　1909年から徐々にアルゼンチンに入国を始めた日本人移民にとっ
て、1910年代後半から 1920年代は組織形成の萌芽期にあたる。沖縄
移民がアルゼンチンで初めて経験した日本人移民の組織化は、「県人」
の枠を超えた在亜邦人による総合団体で、1912年に立ち上げられた
「大正会」が最も早いものと考えられる。会の名称はその名の通り、
明治から大正に元号が変更したことに由来した。大正会は「下町のそ
の日暮らしの労働者」によって構成されていたため、会の運営は容易
ではなかったとの記述が『移民史』にはある 26。同会は会報を発行し
ていたが 5号で停止し、「ウヤムヤのうちに消えた」27とあり、会報
も見つかっていないため、活動の詳細は不明である。大正会が「その
日暮らしの労働者」によるものであることが活動の継続の妨げになっ
たとするならば、労働の苦労から他の活動に回す余力がなかったこと
がまず考えられるが、加えて、活動を好ましく思わない人々による何
らかの影響があった可能性もある。なぜなら当時の在亜邦人社会には
出身地域による差別のみならず、後に述べるように渡航の経緯とアル
ゼンチン社会で従事している仕事によって明らかな階層の差異が存在
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し（それは出身地域と無関係ではなかった）、生活の苦しさ、貧しさ
の度合いも異なっていた。
　大正会と前後して同郷者による組織、すなわち県人会の立ち上げも
始まっていた。県別の在留者数が最も多かった鹿児島と沖縄からの移
民は、「日本人会」が組織されるより前に県人会を組織した 28。アル
ゼンチンにおける最初の沖縄県人会の結成は 1917年と言われ、初期
移民の一人であった知念政実が沖縄に帰国する際の送別会が契機とな
り 29、集まった人々の間から県人会設立の話が持ち上がったことから
初期の沖縄移民労働者が多く暮らしていたバラッカス地区で実現し
た 30。沖縄県人会は後に述べるように、「日本人会」の創設にあたっ
て解散することとなり、初期の活動は極めて短期で終ってしまったが、
沖縄移民にとって県人会の担った役割は重要であった。活動の一部を
挙げると、当時ブラジルで起きていた沖縄移民排除の動きを受け、同
様の事態が起こらないようアルゼンチンにおける生活様式についての
指導を行ったり、沖縄からの呼寄せ方法の手引や諸手続きの援助等を
行っていた 31。慣れない移民先の生活において、県人会の持つ機能と
して親睦や慰安の意味合いもあったことは想像に難くないが、発会の
当初より現実問題への対処が可能な相互扶助の場として機能していた
ことからは、県人会として組織される以前から同様の機能が沖縄移民
の間で存在していたことがうかがえる。
　県人会の誕生と同じ頃、1916年には「在亜日本人青年会」という
組織が結成された。労働者が中心であった「大正会」と対照的に、ブ
エノスアイレスに滞在する研修生ら若い「インテリ青年」を中心にし
た同会は翌年に名称を「在亜日本人会」と変更し、ここに「日本人会」
を冠する組織が初めて在亜邦人社会に誕生する。しかし、日本人会も
安定した運営からは程遠く「一進一退」32の状態がしばらく続き、統
一性を欠いていた。結成からの数年後の 1921年には在亜邦人内部で
の階層の対立を背景に理事が一人辞任したことを発端に、役員は総辞
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職となり、日本人会は「最悪の不振混乱状態」に陥った 33。当時の在
亜邦人社会では、ボカ地区・バラッカス地区のコンベンティージョで
暮らす労働者を「バラッカス組」と呼び、商社の社員や個人で商売を
するためにアルゼンチンに滞在し経済的に困窮していない人々を「セ
ントロ組」と呼び、両者の間の隔たりは大きかった。先述の通りバラッ
カスには日本人移民の中でも沖縄と鹿児島出身者が多く、アルゼンチ
ンへの渡航の目的、職業、労働・居住の形態、出身地等の違いから、「イ
ンテリ青年」たちがリードする日本人会が当時の在亜邦人全てをまと
めうる組織でなかったことは明らかであろう。「バラッカス組」によっ
て在亜邦人としての代表組織が作られることに懸念を抱いていた「セ
ントロ組」が主導する形で、「大正会」の解散を機に在亜邦人社会を
代表しうる日本人会の組織化に乗り出していったと考えられるのでは
ないか。そこには当時のアルゼンチン社会の情勢が関係していた。
労働組合の結成
　在亜日本人会の再始動に少なからず影響を与えたと考えられるの
は、1919年に首都ブエノスアイレスを中心に展開された一連のスト
ライキであった。後に「悲劇の一週間」（Semana Trágica）と呼ばれ、
アルゼンチン史においても重要な出来事となった 1919年 1月の労働
者による一連のストライキと暴動は、政府の厳しい弾圧政策によって
多数の死傷者を出した。第一次世界大戦後の不景気により窮乏したア
ルゼンチンの労働者らは資本家との間に不満を抱えて緊張状態にあ
り、ブエノスアイレスで組織だったストライキを展開していった。そ
の舞台となったのがバセーナ鉄工場である。周辺の工場には日本人移
民が多く勤務しており、バセーナ鉄工場にも当時沖縄移民を含む日本
人の労働者が男女合わせて 60名から 70名働いていたとみられる 34。
外務省の記録には一連のストライキについての報告はあるが、ストラ
イキへの在亜邦人の参加に関する記載は見当たらない 35。この点はさ
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らなる調査が必要であるが、本論との関係で述べるならば、こうした
労働争議を背景として同時期に在亜邦人による労働組合が結成された
ことであった。すなわち 1919年は、市内のローチャ鉄工場を事務所
として「在亜日本人労働者連合組合」が結成された年でもあった。
　在亜邦人社会の中で沖縄移民は多数を占めていたが、『移民史』に
よると組合設立の準備段階では鹿児島県人と広島県人の参加が多く、
沖縄移民の参加が少なくなったことに非難の声が上がった 36。なぜ沖
縄移民が参加に消極的であったのかを説明する記述は見られないが、
家族への送金を第一の目的とし、一円でも多く送金するために職を
転々とすることが多かった沖縄移民にとって、組合への参加は労働に
あけくれる日々の中で優先順位の高い事柄ではないと考えられたので
はないか。それは、労働組合といってもこの組合に参加していたのは
当時の在亜邦人の中でも「インテリ層」と呼ばれる人々であって、そ
れが労働者が主であった沖縄移民にとって関心の低さの一因であった
かもしれない。「インテリ層」とはいわゆる労働者としてアルゼンチ
ンに入国した移民ではなく、海外実業訓練生として商業視察で滞在中
の者や、盛んになり始めた日亜間の貿易のため渡亜した青年を指し、
高等教育を終えてきた者が多かった。つまり、「セントロ組」と「イ
ンテリ層」を構成する人々はある程度重なっていると言えよう。当時
のアルゼンチンには三つの日本人移民グループがあったと言われ、一
つは商店の駐在員などの「紳士階級」、もう一つは「知的階級の自由
渡航者」、そしていま一つが「ペルーやブラジルからの転住者と彼ら
に呼寄せられた人たち」であった 39。沖縄移民の多くは三つめの、転
住者と呼び寄せられた人たちがほとんどであり、生活は「バラッカス
組」と呼ばれる層であった。
　「在亜日本人労働者連合組合」の創立宣言には「本組合は、将来法
律の許容する範囲において、階級的闘争を試みるの止むをえざること
あるべしといえども、いたずらに資本家階級に対する敵対行為のみを
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こととするにあらず、組合員相互の道徳的、教育的、社会的、経済的
状態改善の有力なる機関ならしめんことを目的とするものなり」とあ
る 37。資本家との闘争よりも在亜邦人とアルゼンチン社会の「間をと
りもつことが強調されている」38と『移民史』は説明しているが、組
合に参加していた「インテリ青年」たちにとっては実際に資本家との
闘争に熱を入れるよりも、いかに安定して滞在中に技術を習得し、商
売を発展させるかのほうがはるかに重要であっただろうことは想像に
難くない。また、日本人会が安定しない中で、組合こそがそうした役
割を果たそうとしたことも考えられる。そして、日本人会、労働組合
の何れにも沖縄移民の参加が極めて少なかったことは、在亜邦人の組
織化に出身地域と階層が大きく影響していたことに加え、生活や労働
環境の改善という点においても沖縄移民にとっては重要な組織たりえ
なかったことをあらわしている。
　沖縄移民は在亜邦人社会において、他府県出身者から同じ日本人で
は無いと区別され、差別的な扱いを受けてきた。沖縄の言葉、習慣、
文化が日本の近代化の中で「野蛮なもの」「遅れたもの」とみなされ、
そうした考えが移民先にもそのまま持ち込まれてきたためである。ア
ルゼンチンでは他府県出身者の間に沖縄移民に対する差別の意識はな
かったと話す者もあるが、「今でこそ何でもないようだが（中略：引
用者）ウチナーンチュは想像もつかないくらい軽視、差別されてい
た」40という証言からは、他府県出身者による沖縄移民への差別的態
度が存在していたこと、なお且つそれが差別する側の意識にはのぼら
ないような形で存在していたことをあらわしていよう。沖縄出身者を
蔑視することが他国へ移民して他府県出身者と交わることで現前し、
「日本人会」という組織の形成にも影響を与えている。戦前の、特に初
期の移民はこうした差別の経験を記憶しているもの少なくなく、他府
県出身者との付き合いに沖縄移民から距離を置いたことも考えられる。
　在亜日本人労働者連合組合には労働者よりもインテリ層が多く、組
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合設立に携わった委員の一人である天野良信は同組合の活動に対して
注意を喚起した。それによれば、「白色人種の国ということを誇りに
している」アルゼンチンにおいて日本人はいつ排斥に直面するかわか
らないため、常にアルゼンチン人の労働組合と連絡を持たなければな
らないことや、「普通の場合」には「労働組合の活動の対象は資本家」
であるが、「我々在外労働者の団体は、この他に対外国人という人種
問題が加味されてくる」ため、対資本家の問題に対しては「彼らと同
一の歩調をとる覚悟と準備」がなければならいとしている 41。そのた
め、アルゼンチン社会に波風を立てないこと、労働者どうしの連帯も
資本家に抗するときも、各労働組合と連絡を取ることが重要で、「ス
トライキの裏切りなどは忘れてもやってはならぬ」42と主張した。天
野はハワイからアルゼンチンに移住しており、ハワイでは『日布時事』
の記者をしていたことから、現地で展開された日本人移民によるスト
ライキと、それに対してとられた立ち退き命令によって溢れた人々の
様子などを目の当たりにして、組合の位置づけと持つべき役割を上述
のように紙面に著したのだろう。在亜邦人全体の目から見れば、アル
ゼンチン社会において排日運動が起こる可能性を限りなくゼロに近づ
けたいという趣旨は理解できるが、一方でこうした労働組合もまた、
沖縄移民にとって日々の労働条件を改善するような窓口としての役割
は持ちえなかった。不参加の理由には、在亜邦人内部の問題だけでな
く、移民初期ならではのアルゼンチン社会との関係性が表れている。
　労働組合の設立や、それ以前の大正会や各県人会の設立など、在亜
邦人の中で複数の組織が立ち上がり始めた中で、沖縄移民が関わるこ
とになる、二つ目の「上から」の組織化の動きは日本人会の結成であっ
た。活動が停滞していた「在亜日本人会」は、理事の辞任と役員総辞
職によって再建が図られ、改革案が作成されることになった。1921
年には日本公使館の代理公使が「有力者」を招いて懇談を行い、その
後に開催された日本人会の総会ではアルゼンチンにすでに支店を開設
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していた横浜正金銀行の支部長が会長に就任した。公使館が設定した
懇談会を経て行われた総会において大手銀行の重役が会長に就くとい
うことは、日本人会が在亜邦人のためだけに結成されたのではなく、
そこにはアルゼンチン社会との関係において、インテリ青年やセント
ロ組に代表される「立派な」日本人会を設立する必要があると考えら
れたのだろう。改革案で示された日本人会の役割は会報の発行や在亜
邦人に対する医療の整備、法律顧問の設置、消費組合の組織、スペイ
ン語夜間学校の設立、郵便物の取次、職業の斡旋、領事館事務手続き
の取次等であり、在亜邦人にとってはいずれも有益なものであった。
しかしながら、バラッカス組の一人であった鹿児島移民の証言からは、
必ずしもそれが在亜邦人全員に向けて提供されたサービスであったか
疑問が残る。「当時の日本人会なんか、見識が高くて、わしら貧乏人
は相手にしないんですよ（中略：引用者）。大使館の人なんかみんな
え
ママ
ばっていましたからね」43。先述の沖縄移民による組合活動不参加
への要因と同様、早急な問題解決にならないのであれば積極的に参加
する動機づけにならないことが理解できよう。
　セントロ組によるこうした公使館も絡んだ日本人会の組織化の試み
の背景には、バラッカス組による組織化と目立った活動を警戒し、官
製の組織形成に急いだ公使館の意向がうかがえる。先述のバセーナ鉄
工場でのストライキや、当時ハワイなどにおいても頻発していた移民
労働者による労働争議への参加や社会運動の興隆に対する警戒から、
日本人移民の中でもとりわけ人数が多く、過酷な労働に従事していた
沖縄移民や鹿児島移民ら労働者を中心とした組織形成を可能な限り阻
止したい「上から」の意向を読みとることができる。
日本人会の設立と県人会の「発展的」解消
　沖縄移民については渡航の段階から否定的な取扱いが存在してい
た。外務省が 1919年に当時の公使に充てた手紙によれば、とりわけ
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鹿児島移民と沖縄移民が懸念材料として捉えられていたことがわか
る。手紙には両県出身の人々について、「其ノ教育及生活程度ニ於テ
他県人ヨリ余程劣リ居ル」ことで、「一般日本人ニ対スル評価ヲ定メ
シムルコトハ甚ダ不利益」であり、「一旦失墜セル声価ハ後ニ至リ換
回スルコト至頼ノ義」であるから、渡航の証明書を発給するときは「充
分御留意」してほしいと書いている 44。すなわち、両県民によって「一
般日本人」が評価されることは在亜邦人の不利益につながり、評判が
落ちては困るから、渡航証明の発給は慎重に頼みたいという主旨であ
る。しかしここでいう「充分御留意」は単なる依頼ではなく、意図を
汲んだ上で両県民の取り扱いを行うようにとの指示を含んでいること
がわかる。そこには、当時ヨーロッパ移民を好んで受け入れてきたア
ルゼンチン国内において、日本人の排斥を回避したいがゆえに移民の
選別を行いたいという公使館側の意向をはっきりと読み取ることがで
きるだろう。
　同時に、当時を知る人物の証言からわかることは、在亜邦人内部に
おいても沖縄移民が多かったことへの反発が大きかったのではないか
ということだ。沖縄県人会の解散に関する証言に「余りにも組織が強
力すぎたために中央日本人会の活動が見劣りすると、公館側からの要
望で（中略）発展的解消を余儀なくされ」45たとあるのは、沖縄移民
に「日本人会」を超えて影響力のある組織を保持されることが不都合
をもたらすと考えられたためであろう。また、隣国ブラジルにおいて、
沖縄出身の移民に限り入国が制限されていたことも、「公使館の要望」
に影響していた可能性は十分考えられる。労働者階級の組織化に対す
る在亜邦人政財界の懸念は実際の効力を持ち、日本人会が改革された
翌年の 1922年には、鹿児島県人会、沖縄県人会、そして在亜日本人
労働者連合組合が「公使館の要望によって」それぞれ解散し、日本人
会に合流することになった 46。この「解散・合流」について、日本人
会が「漸く階級対立を超えて邦人『総合』団体となった」47という評
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価があるが、これには再考が必要である。なぜなら、ここまでみてき
たように前者二つの県人会が解散を余儀なくされた背景には、鹿児島
と沖縄からの移民をアルゼンチンに入れたくない外務省の意向や、在
亜邦人社会内部での特に沖縄蔑視の影響こそが「解散・合流」をもた
らしたと考えられるためである。
　日本人会は3団体の合同によって会員数800名を擁するに至ったが、
3年後の 1924年には早速トラブルが生じた。体制に不満を持つ一部
の会員が会計に対する不正の疑いや会館の設立についての疑義を出
し、役員の辞職勧告を出した。しかし、会館の建立を第一の目標とし
ていた日本人会は、歴代の役員が資金集めに奔走することによって
1929年に悲願の会館完成にこぎつけた 48。一方、日本人会によって
解散を余儀なくされた沖縄移民による「県人会」の再組織化は、戦後
を待たなければならなかったが、沖縄移民は「県人会」が不在であっ
ても呼び寄せの基盤である市町村、そしてさらに小さい単位である字
を冠した市町村字人会を結成し、県人組織の不在を補った。第二次世
界大戦までの期間で確認できるかぎりでも、中城村人会、具志川村人
会、金武共進団、名護町人会、今帰仁村人会、大宜味村人会、本部町
人会、與那城村宮城島同志会、饒辺同志会、平安名同志会、西原村人
会、宜野湾浦添市民会、首里龍泉会、南風原村人会、名護町人会、久
場同志会が発足している 49。市町村字人会の活動は組織によって規模
も活動内容も異なるものの、呼び寄せの手続きから新規入国者の手伝
い、仕事や住居の斡旋、慰安や親睦のための会合などの点で活発な活
動があった。第一次世界大戦後から世界恐慌の不景気な時代にアルゼ
ンチンに渡航した者は生活も仕事も厳しい状態を強いられ、「村人会
の組織がなければよう生活も出来ないような有様」50の中で苦しい状
況を切り抜けられたのは「苦しい時も悲しい時も、村人は集まって互
いに助け合い、励ましあい暮らした」ためであった 51。同郷人の組織
は新来の移民にとって多くの便宜を供与したが、単なる事務的手続き
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を代行する場ではなく、安らげる場所を求める多くの移民の生活に欠
かせない存在であった。
　1924年に沖縄県内では県出身の移民の保護奨励・知識の普及・海
外在留者との連絡、人材の養成などを目的として「沖縄県海外協会」
が組織されていた。アメリカ合衆国に渡航した沖縄移民の要望によっ
て 1918年頃から検討され、ようやく設立された組織であった。アメ
リカの沖縄移民は各居住地域で「県人会」を設立し、こうした県人会
が「沖縄と絆を結ぶ形で展開した」ものが沖縄県海外協会である 52。
石川友紀によると、同協会が行った事業としては「渡航者の教養、渡
航手続き一切の世話、渡航相談部・帰朝者倶楽部の設置、海外在住者
の留守宅訪問、講演会・座談会、第二世の慰問激励」であり、移民の
ための会館の設立・管理も一手に担っていた 53。アルゼンチンの沖縄
移民は海外協会の設立時に関わりはなかったとみられるが、1930年
に沖縄から漢那憲和代議士が海外協会の移民会館 54の建設資金を募
るために来亜したことで、「県人会」に準じる組織設立の機運が高まっ
た。それは、漢那が沖縄における海外移民の重要性を説き、受け入れ
る側にも促進機関がなければならないと訴えたためであり、翌年に「沖
縄海外協会亜国支部」が設立されている 55。これによって県人会が「発
展的解消」して以降初めてそれに代わる「ウチナーンチュの代表機
関」56ができあがり、実質的には県人会としての機能をしばらくの間
果たすこととなったのである。
4．おわりに
　本論ではアルゼンチンにおける沖縄移民の組織化について、特に移
民初期の1909年から1931年を中心に見てきた。隣国ブラジルやペルー
のような、契約移民としての日本人による集団移住が無かったアルゼ
ンチンでは、親族や知人を呼び寄せることで日系社会及び沖縄系社会
の基盤が徐々に作られた。初期には都市部ならではの仕事を中心に労
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働者としての生活を送っており、よりよい労働環境と生活環境が求め
られていたが、在亜邦人の間で組織された労働組合への参加に沖縄移
民が積極的でなかった。それは、日々の暮らしに追われていたことの
ほか、在亜邦人社会内部における他府県出身者からの差別や、日本政
府・セントロ組からの警戒など、何重もの排除の構造によるものでも
あった。沖縄県人会は日本人会よりも早い段階で組織されていたが、
在亜邦人社会内部の問題と日本政府の対外的な関心ごと、つまり、ア
ルゼンチンに移民が入れられなくなっては困るという方針のもと、沖
縄移民はなるべく受け入れを避け、「南米のパリ」とまで言われたブ
エノスアイレスに「ふさわしい」在亜邦人による組織を作るよう取り
計らわれた。更に、在亜邦人間の組織化においては、日本人会への合
流という形で、沖縄・鹿児島の両県人会は解散を余儀なくされた。在
亜邦人が「一丸となる」ことが求められての経緯であったが、他国の
移民先での排日運動や、アルゼンチン国内でのストライキの動向など、
大使館やセントロ組にとって労働者の多い沖縄移民の組織化は警戒の
対象であったことが『移民史』の記述からみてとれる。その後は沖縄
海外協会のアルゼンチン支部が実質的には県人会の役割を果たしてき
たが、あくまでも沖縄県が中心となった組織であり、アルゼンチンの
沖縄移民が主導するものではなかった。
　そうした中で、移民の比較的初期より活躍したのはより小さな同郷
人組織の単位である各市町村字人会であった。現代社会と比べて圧倒
的に地元に密着した生活を送ってきた移民たちにとっては、「沖縄」
という括りよりもより小さい単位での同郷人組織ははるかになじみが
あったであろうことは想像に難くない。「沖縄県人会」としての組織
化は戦後を待たなければならなかったが、移民たちはより身近な単位
での組織を形成し、アルゼンチンの「小さな日本人移民社会」57にお
いて生活の根を下ろしていった。
　移民初期から第二次世界大戦前の期間を在亜邦人全体にとっての大
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きな定着期と捉えるならば、戦後初期の組織形成や、その後に始まる
新たな移民の呼び寄せの基盤は戦前から着実に築かれており、とりわ
け本論でみてきたように移民初期から多様な組織形成が試みられてい
ることがわかる。1920年代以降は、同郷者組織の他にも同業者によ
る組織や、趣味の集まりが徐々にではあるが始まる時期である。こう
した組織は必ずしも出身地域に縛られるものではないため、移民先社
会や労働現場を介していかなる交渉や交流が展開されたのか、今後明
らかにしていきたい。また、本論で扱った時期から第二次世界大戦に
かけてはさらに沖縄移民の数が増えていく時期であり戦後とのつなが
りを考える上でも重要であるため、稿をあらためて論じたい。
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